
菅
義
偉
首
相
（
自
民
党
総
裁
）
は

九
月
十
六
日
、
国
会
に
よ
る
首
相
指

名
を
受
け
即
日
組
閣
を
行
い
、
自
公

連
立
に
よ
る
菅
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
。

菅
首
相
は
行
き
詰
ま
っ
た
「
安
倍
政

治
の
継
承
」
を
謳
っ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
未
来
は
な
い
。
安
倍
政
治
の

「
負
の
遺
産
」
を
一
掃
し
て
政
治
の

根
本
的
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

安
倍
政
治
の
「
負
の
遺
産
」
の
一

つ
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け

た
後
で
も
原
発
に
異
常
に
固
執
し
た

こ
と
で
あ
る
。

事
故
時
の
民
主
党
政
権
は
、
事
故

の
検
証
を
行
わ
ず
、
米
国
の
「
原
子

力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
背
景
と
す
る
既

定
の
「
原
子
力
立
国
」
に
乗
り
、
自

公
政
権
の
原
発
固
執
を
継
承
す
る
役

割
を
〝
見
事
〟
に
果
た
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
を
新
た
に
設

置
し
た
際
、
合
わ
せ
て
原
子
炉
等
規

制
法
を
改
悪
。
原
発
の
「
通
常
四
十

年
運
転
」
と
「
特
例
六
十
年
運
転
」

を
条
文
化
し
て
原
発
再
稼
働
へ
法
文

上
の
道
を
開
き
、
規
制
委
に
規
制
と

相
反
す
る
推
進
の
任
務
を
与
え
た
。

加
え
て
原
発
輸
出
に
官
民
一
体
で
乗

り
出
し
た
。

復
活
し
た
安
倍
晋
三
自
公
政
権
は
、

民
主
党
政
権
の
原
発
固
執
を
い
っ
そ

う
加
速
し
た
が
、
結
果
は
そ
の
破
綻

が
顕
わ
に
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
と
し

て
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
原
発
輸
出
」
に

官
邸
官
僚
を
動
員
し
て
取
り
組
ん
だ

が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
米

国
、
台
湾
、
ト
ル
コ
、
英
国
へ
の
輸

出
は
す
べ
て
瓦
解
し
た
。

ま
た
、
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
（
二
〇
一
八
年
閣
議
決
定
）
で

も
三
〇
年
度
の
電
源
構
成
に
つ
い
て

原
発
二
〇
～
二
二
㌫
を
設
定
し
、
実

現
に
「
全
力
を
挙
げ
る
」
と
し
た
。

国
内
に
五
十
八
基
あ
っ
た
原
発
は

二
十
五
基
が
廃
炉
と
な
り
、
残
る
三

十
三
基
の
う
ち
十
六
基
が
規
制
基
準

に
適
合
と
さ
れ
た
が
、
安
倍
政
権
下

で
再
稼
働
し
た
原
発
は
九
基
。
現
在

運
転
中
は
四
基
。
許
可
を
得
て
も
世

論
の
反
発
で
再
稼
働
に
至
っ
て
い
な

い
原
発
は
七
基
。
一
八
年
度
の
原
発

が
占
め
る
割
合
は
約
六
㌫
に
す
ぎ
な

い
。
一
方
、
原
発
固
執
は
、
第
五
次

基
本
計
画
で
「
主
力
電
源
化
へ
の
布

石
」
と
し
て
い
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
を
大
き
く
抑
制
し
て
い
る
。
安

倍
政
権
の
思
惑
と
現
実
は
大
き
く
乖

離
し
て
い
る
。

原
発
の
新
増
設
に
つ
い
て
も
財
界
・

電
力
会
社
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
へ
の
明
記
を
求
め
る
意
見
が
出
た

が
、
四
次
、
五
次
の
い
ず
れ
の
基
本

計
画
に
も
明
記
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
、
安
倍
政
権
は
、
高
速
増
殖

炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
炉
を
決
め
る
一

方
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
後
継
と
称
し
て

「
高
速
炉
開
発
」
を
決
定
し
、
こ
れ

を
改
め
て
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
と

し
た
。
し
か
し
、
高
速
増
殖
炉
開
発

と
高
速
炉
開
発
は
ま
っ
た
く
似
て
非

な
る
も
の
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

に
、
さ
ら
な
る
〝
偽
装
〟
が
加
え
ら

れ
た
。
加
え
て
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
も

う
一
つ
重
要
施
設
で
あ
る
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
に
つ
い
て
規
制
委
が
適
合

審
査
で
合
格
と
し
た
が
、
実
体
は
技

術
も
必
要
も
な
い
危
険
の
〝
塊
〟
で

し
か
な
い
。
原
発
固
執
の
「
負
の
遺

産
」
の
重
大
さ
は
深
ま
る
ば
か
り
。

こ
れ
を
菅
政
権
が
継
承
す
る
と
す

れ
ば
未
来
は
な
い
。

◆
立
憲
民
主
・
国
民
民

主
両
党
の
合
流
問
題
は
、

国
民
民
主
党
が
分
裂
し
、

新
立
憲
民
主
党
へ
の
合

流
、
新
国
民
民
主
党
へ

の
残
留
、
無
所
属
へ
の

再
編
成
で
決
着
し
た
。
話
題
と
な
っ

た
の
は
原
発
へ
の
態
度
の
違
い
を
理

由
と
す
る
新
国
民
民
主
党
の
議
員
の

動
向
だ
っ
た
◆
新
立
憲
の
綱
領
は

「
原
発
ゼ
ロ
」
を
明
記
。
国
民
は
基

本
政
策(

二
〇
一
八
年)

で
原
発
に

「
依
存
し
な
い
社
会
」
を
掲
げ
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
」
は
両
党
に
基
本
的
に

共
通
す
る
も
の
。
「
原
発
ゼ
ロ
基
本

法
案
」
の
国
会
審
議
へ
の
共
同
が
改

め
て
求
め
ら
れ
る
◆
合
流
協
議
に
つ

い
て
は
、
「
連
合
」
が
後
押
し
し
て

き
た
。
「
連
合
」
は
官
公
労
は
旧
立

憲
、
民
間
労
組
は
旧
国
民
に
割
れ
て

お
り
、
合
流
を
機
に
解
消
を
め
ざ
し

た
が
、
官
公
労
な
ど
十
人
は
新
立
憲

へ
、
民
間
労
組
の
自
動
車
総
連
な
ど

五
人
は
無
所
属
へ
、
同
じ
く
電
力
総

連
、
電
気
連
合
四
人
は
新
国
民
へ
と

「
股
裂
き
」
状
態
は
つ
づ
く
◆
新
国

民
の
四
人
は
、
新
立
憲
の
綱
領
の

「
原
発
ゼ
ロ
」
に
反
発
し
、
合
流
を

拒
否
し
た
。
「
そ
れ
な
の
に
自
分
た

ち
も
公
約
に
『
原
発
ゼ
ロ
』
を
掲
げ

て
た
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
よ
」
と
、

そ
の
残
留
に
、
飯
島
勲
内
閣
参
与
が

激
辛
の
批
判
を
し
て
い
る
。
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○
北
海
道
寿
都
町

最
終
処
分
地
に
「
好
ま
し
い
地
域
」
か
？(

二
面)

○
日
立

英
原
発
撤
退
へ

成
長
戦
略
の
原
発
輸
出
瓦
解(

三
面)

○
ド
イ
ツ
「
反
戦
の
日
」

即
時
停
戦

核
廃
絶
を
求
め
デ
モ(

五
面)

「
安
倍
政
治
の
継
承
」
謳
う
菅
内
閣

「
原
発
固
執
＝
負
の
遺
産
」
の
一
掃
こ
そ


